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 ヒナモロコA少砂∂q少γゐcゐダ乃β乃ざゐは、アジア大  

陸東部の諸水系に広く分布する小型のコイ科魚類  

である。本種の核型については、Leeetal．（1984）  

とLeeetal．（1986）が韓国産の個体について報告  

している。本種は、日本においては分布域がせま  

く、福岡市周辺から記録されているだけである（中  

村、1963）が、近年生息場所が改修・埋め立てな  

どにより減少したため、絶滅の危機に瀕している。  

日本産ヒナモロコの入手がむずかしいため、中国  

大陸や韓国産のものとの比較研究は今後ますます  

困難になると思われる。本研究では未だ報告例の  

ない本邦産ヒナモロコの核型を明らかにし、韓国  

産ヒナモロコの核型との比較を行なった。  

材料と方法  

染色体標本の作成には、標準体長48．8mmの雄を  

用いた。この個体は1984年に琵琶湖文化館が譲り  

受けて繁殖させたもので、原産地は筑後川水系で  

ある。染色体標本は松田（1988）の方法に従って  

作成した。染色体の分類はLevanetal．（1964）に  

よった。腕数は中部・次中部・次端部着糸型につ  

いては2本として数えた。  

結  果  

染色体数は2n＝48であった（Fig．1，Tablel）。核  

型は白対の中部着糸型染色体と、13対の次中部着  

糸型染色体、3対の次端部着糸染色体であった  

（Fig．2）。24対のうちで最大のものは次中部着糸型  

であった。端部着糸型染色体は見られなかった。   

複数の核板に基づいて核型を分析したところ、  

最大の次中部着糸型染色体は異型接合型であった  

（Fig．2，3）。この対は単に腕比が異なるというより  

もむしろ、長腕長は等しいが短腕長が異なるとい  

う特徴を示した。  

Tablel．Frequency distribution of diploid chroT  

mosomecountofAbhyoq4）ris chinensis．  

46  47  48  49  50  

0  1 18   0   0  19  

考  察   

今回得た日本産ヒナモロコの核型はすぺて2腕  

型染色体だけでできており、Leeetal．（1986）が  

報告したもの（3対の端部着糸型染色体を含む）  

とは異なり、私たちと同じくすべて2腕型である  

と報告したLeeetal．（1984）のものに近い。この  

ような違いが本当に集団間に保持されている種内  

変異なのかどうかを検討するには、多数の状態の  

長い核板を比較する必要がある。   

日本産ヒナモロコの雄に見いだされた染色体の  

異型接合は、染色体の全長が異なるので単なる逆  

位によっては説明が困難である。むしろ、短腕の  

一部の重複または欠失によって生じた疑いが濃厚  

である。今後、染色体の分染を行なうなどして詳  

しい分析を行なう必要がある。また、このような  
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Fig．1．Chromosomespreadof4物胱妙  

Chinensisrearedinanaquarium．  

染色体変異が性に関係したものかどうかも、多く  

の個体について分析して確かめる必要がある。  
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Fig．2．KaryotypecomposedfromFig・1with8pairsofmetacentric，13pairsofsubmetacentric，and  
3pairsofsubtelocentricchromesomes．  
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Fig．3．Samplesoftheheterozygouslargestchromosomepair・Theshortarmofchromosomesshown  
intheleftsideofeachpairislonger．  
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